
 

 

 

12 月は、ぴっぴの森に少し特別な空気が流れているように感じます。私自身が参加した初め

ての「ちいさなクリスマスの集い」の感動は森の景色と共に今でも心に残っています。 

今年のぴっぴの森の木々にも、子どもたちが手作りしたクリスマスオーナメントやリース。

氷や折り紙、毛糸など、身近な素材で作られた飾りが、冬の森にそっと彩りを添えています。

子どもスタッフの小学生が来ると、「ぴっぴの子のために」と、毛糸で飾りを編んでくれること

もあります。今年は 1 年生の A 君から、ガムテープで作った工作の飾りが、段ボール箱に入れ

られ、お手紙が添えられて届きました。誰かを想って作られたその贈りものを受け取ったおお

くりさんが、後日 A 君を見つけると真っ先に「ありがとう」を伝える姿に、とてもあたたかな

繋がりを感じました。 

お家の人へ「ないしょ」を愉しみながらぴっぴの子ども達が作るプレゼント。私も娘にもら

った、いびつだけどとってもかわいいキャンドルが今でも宝物です。クリスマスソングも静か

な雰囲気のものからクスっと笑っちゃうものまで、つい歌いたくなっちゃうものがいっぱい。 

絵本の時間はクリスマスにちなんだお話しからそれぞれの空想の世界を楽しんでいます。ラン

チタイムには「うちにサンタクロースくるんだぁ～」、「うちのお父さんはね、夜中まで起きて

いるからサンタクロースに会っちゃうかもね」なんて会話もはずみます。 

 

我が家のクリスマスは、長女が生まれてから私の実家に妹弟家族もみんな集まり、大人の忘

年会も兼ねて賑やかに過ごすのが恒例になっています。物心がつく頃からは毎年おばあちゃん

が「ばばサンタがやってきたよ～」とサンタの帽子とエプロンで変装し音楽に合わせて踊りな

がら登場するのです。愛情が滲み出たサンタの姿に、みんなでお腹を抱えて笑いながらプレゼ

ントをうけとり、感謝と幸せを感じてきました。子ども達が大きくなってからは、親戚で集ま

る日と、家族五人で過ごす日をどちらも楽しむようになりました。ちなみに、三人の娘たちは

昨年までサンタクロースさんへプレゼントのお願いのお手紙を書いていました（笑）。末っ子

の夢を壊さないように姉が大きくなっても妹想いにサンタクロースの世界を面白がってきた

というところです…。今年は、家族が分かれて暮らす生活でどんなクリスマスを迎えるのだろ

うと思っていたのですが、冬休みが一番遅く来る高校生にあわせて、末娘と私が暮らす小さな

部屋に家族五人が集まることになり、とても嬉しく思っています。食べたいものリクエストが

ジャンジャン来ているので、はりきって、娘たちと一緒に台所に立ちたいと思います。 

クリスマスには本来の意味がありますが、どんなふうに受け止め、どう過ごすかは、それぞ

れの家庭に委ねられ、様々な在り方がありそうです。私にとっては、家族で過ごす時間や誰か

を想う気持ちを、そっと見つめ直すきっかけを頂けているような気がします。 

 

年末に向かい慌ただしい日々が続きますが、この季節が、みなさんにとってあたたかな時間

となりますように。今年もありがとうございました。どうぞ、よいお年をお迎えください。 

：新井恵理 
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【ウソをついたら…】 

くららの泣き声が聞こえてきました。近くに行ってみると、くらら「わーーーん！」大きな

声をあげて、スタッフにしがみついてきました。理由を聞くと、華「ウソをついた人はエンマ

様と神様に舌を抜かれるって話をしたら、怖がって泣いちゃったの…」と困惑の表情です。泣

き声が一層大きくなりました。華「あの、あのね…、そう、ウソをついた大人が舌を抜かれる

の。子どもは大丈夫、子どもは違うから！」と、苦し紛れに、くららを落ち着かせようと必死

です。スタッフ「くらちゃん、大人だけだって。子どもは大丈夫だよ」くらら「じゃあ、もし

子どもがウソついたらどうなっちゃうの？」華「・・・」榛馬「こまる」スタッフ（（笑！））

「困るねー、ホントだ、困るね。うん、ウソは子どもがついても、大人がついても困る！」 榛

馬の言葉が絶妙なのでした！ 

 

【好きなのは自分！】 

波那「ねえ、禅はだれが好き？」禅は迷わず「朝光が好きだよ」波那「波那は、明香梨が好

きなんだ～」その話を聞いていた暁空「あきらさ～、最近、女の子が好きになっちゃったんだ

よね～」スタッフ「なんで？」暁空「だってさ～、暁空んちにはママがいるからさ～、好きに

なっちゃったんだよ～。ママって女でしょ～？」・・・まだまだ好きな人の話が続きます。波那

「うちは（私は）さ～、家族の中ですきな人誰だと思う？」禅「ママでしょ？」波那「ちがう

～、うちが好きなのは自分だよ！」スタッフ「それ、素敵だね！ちょうこさんも最近やっと自

分がすきになったんだ」波那「波那は、もう好きだよ」禅「自分、きらい！」波那「どうして？」

禅「わかんないけど・・・やっぱ、きらい！」禅が自分を好きになる時がきますように。 

 

【内緒のプレゼント】 

ランチ中、絵麻「（プレゼント）持って帰っていいの？」 

スタッフ「まだお家の人には内緒ね～」 

奏音「ないしょって言えばいいんだよね～」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

：はるこ 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


